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ブリュッセル毛織物工業史論序説

-14-15世紀における生産構造の転換を中心に一一

藤 井 美 男

Resume 

Les villes medievales du duche de Brabant ont vecu durant des siecles de !'exportation de draps fins. 
Cependant, des historiens croient depuis longtemps a leurs recessions au bas moyen age, ceci de par une 
exageration du retrecissement des marches internationaux observe aux XIVeme et XVeme siecles. Des 
etudes recentes pourtant, mettent ajour le fait que la vie urbaine etait intense et etait renforcee par !'evolution 
technique de l'industrie, necessaire afin de trouver de nouveaux marches. 

Le present article essaie, en se basant sur des travaux ainsi que sur des documents publies, de prouver 
que la vie economique de Bruxelles, une des villes les plus representatives du Brabant sur ce sujet au 
moyen age, n'a pas ete lineaire du mi-X図 mejusqu'a la fin du XVeme siecle. I.Jhistoire de cette ville sera 
marquee a cette epoque par le developpement socio-economique des artisans drapiers ainsi que par les 
nouvelles techniques faisant surgir la "nouvelle" et la "petite" draperie qui coexisteront avec la "grande" 
draperie qui existait deja depuis le Xllleme siecle. 
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文献一覧

はじめに 1) ー一本論の課題と目的—―-

形で、中世後期までの南ネーデルラント毛織物

工業は、フランドル諸都市における営為を中心

に把握されてきた（Pirenne[1905]邦訳大塚

[1955])。

もちろんフランドル都市工業の意義は疑うべ

くもないが、隣接領邦ブラバントの毛織物工業

に関する詳細な知見を得なければ、南ネーデル

ラント工業の全貌を正確に把握することは困難

である。そうした観点から筆者は、フランドル

都市イープルとブラバント都市メヘレンを素材

として、比較手工業史とも言うべき手法によっ

て両者を分析し、フランドル都市にほぼ匹敵す

西欧経済史なかんずく工業化をめぐる歴史に

おいて、南ネーデルラントの毛織物工業が占め

た地位は極めて大きい。そしてあのH．ピレンヌ

以来永らく、近世以降の農村工業と対比される
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l) 本稿では、末尾に参考文献の一覧を配し、引用の

際は著者・発表年・当該頁数を順にカッコで文中に

挿入して引用する。参照する史料も末尾に一括掲示

して、同様な引用方式を採っている。なお紙幅の関

係から、史料原文呈示は必要最小限にとどめ、邦訳

も断念した。また、文中言及する南ネーデルラント

の地名については、拙著（藤井 [1998]p.217-24) 
の各地図に詳しいので参照されたい。
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るメヘレンの成長過程および都市工業の持続的 I 研究動向と史料の状況

生命力の確認という、一定の結論を得た 2)。

本稿は、ブラバント工業の見直しという基本

方針を継続しつつ、上記の結論を補完する目的

を持っている。そして、そのための具体的な検

討対象として、中世後期ブリュッセルの毛織物

工業を取り上げる。というのも、後述するよう

に、特に1980年代以降実証研究の進展によっ

て、南ネーデルラント工業が中世後期に市場変

化への対応として構造転換ー一この場合、伝統的

大都市工業における高級品から新毛織物へと

いった、毛織物製品の転換を軸に、生産組織の

編成替え全体を指している一ーを遂げたことが強

調されてきているのだが、この時ブラバント都

市工業の一典型として、しばしば挙げられるの

がブリュッセルだからである叫

筆者は、都市財政の在り方や工業組織と政治

権力とをめぐる関係といった、都市ブリュッセ

ルのいわば制度的諸側面については、既に旧稿

で論じた（藤井 [1994]:[1995] :[2000]）。以下

は、そうした制度的側面の物的基盤たる毛織物

工業の中世後期における変遷過程いについて、

概観を得ようとする試みである 5)。

2) 以上のような学説史の変遷および議論の詳細につ

いては、藤井 [1998]を参照。なお、現在の西欧学

界においても、フランドル都市工業重視という基本

姿勢はなお根強い。例えば、フランドル一般を対象

としたD.ニコラス (Nicholas[1992]: [1997]）およ

び、ヘント (Boone[1988]: [1993b]）やイープル

(Sortor [1998] / Dewilde [1998]）の工業をめぐる最

近の研究を見よ。

3) 例えば Peeters[1987] p. 27: [1992] p. 75-82を参

照。
4) ブリュッセル毛織物工業の初期史は、都市的成長

過程のそれと相まって極めて興味深いが、それらに

ついては他日を期したい。

5) 従ってより広い意味合いからすれば、本論は南

ネーデルラント工業全体の構造的変容過程ーー製品

転換および有力都市・中小都市・農村といった空間

的変遷をも含意する—をめぐる議論の一翼を形成
するものである。

17世紀末ブリュッセルはフランス軍の砲撃を

蒙り (VanParys [1956] / Wellens [1962]）、そ

れまで保存されていたはずの歴史的資料は壊滅

的な打撃を受けた（藤井 [1994]p. 195)。ブ

リュッセルが、ブラバント公・ブルゴーニュ公

の宮廷として中世以来有力都市であり続けたに

も関わらず、その史的研究が他都市に比較して

大きく先行した訳でもなく、史料の刊行と並行

しながら行われるという、若干特異な経過を

辿ったのも故ないことではない。

20世紀初頭G.デ＝マレ (DesMarez [1904a・b]: 

[1906]）あるいは].クヴリエ (Cuvelier[1912a・ 

b]）による先駆的な研究が見られはするもの

の、ブリュッセル史研究が本格化するのは、

1930年代からのF.ファヴレスの業績を通じてで

ある。都市史全般ないし財政史・法制史といっ

た分野の研究動向と史料の伝来状況について

は、既に詳述したため（藤井 [1994]p.194-7: 

[2000] p. 394-7)、ここでは省略するが、毛織物

工業史の研究と史料刊行に限定しても、出発点

にまず据えられるのは、やはりファヴレスの仕

事なのである叫

G．エスピナとピレンヌ (Espinas[1924]）によ

るあの膨大な「フランドル毛織物工業史料集』 7)

を先例に、メヘレンについてH. ヨーセン

(Joosen [1935]）が行った 8) と同様、ファヴレ

スはブリュッセルの繊維工業に関わる史料の刊

6) なお、南ネーデルラント毛織物工業史をめぐるピ

レンヌ以降の研究潮流については、拙著（藤井

[1998] p. 9-81) を参照されたい。

7) エスピナとピレンヌによるこの史料集について

は、藤井 [1998]p.84-7を見よ。

8) ヨーセン編纂の「メヘレン毛織物工業史料集』に

関して詳細は、藤井 [1998]p. 142-4を参照。
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行を戦後すぐに開始した。当初は生産と販売を

規制する初期の工業規約を中心としていたもの

の (Favresse[1945]: [1946a・ b・c]）、次第に工業

の構造変化を示す史料の発掘に重点を移しなが

ら (Favresse[1947a・b]）、後述するように14-15

世紀ブリュッセル工業の最大の特徴ともいえる

‘新’毛織物 <nouvelledraperie> や‘短'‘薄手'

毛織物 <petitedraperie>, <draperie legere> と呼

ばれる新製品への転換とそれのもつ意義を明ら

かにしていったのである叫そして、ブリュッセ

ル工業の成長と変容過程に関するこうしたファヴ

レスによる諸論の中心的部分は、 1961年に 1本に

まとめられ刊行された (Favresse[1961]) 10)。

ファヴレスの開いた端緒は、 60年代以降次第

により大きな拡がりと深まりを示していく。 P.

ボナンファン (Bonenfant[1965]）は、ブリュッ

セルの宗教組織が14世紀末から 15世紀にかけて

アントウェルペンで救貧向けに安価な毛織物の

購入を継続して行ったことを示すことで11)、当該

時期のアントウェルペン市場の重要性を説き、

同時にブリュッセル自体の製品が貧民には向か

ない高級品に特化していたことを逆証明して見

せた。

同様にR.ボーティエ (Bautier[1962]: [1966]) 

も、ブリュッセル製品が既に14世紀からパリや

ランディ市場でフランス宮廷向けに購入されて

いたこと、また14世紀前半以降南欧市場でフラ

9) Favresse [1949]:・［1950]:[1951]:[1952]:[1955b]:
[1959]. 

10) なお、直接・間接を問わず、ファヴレス以降ブ

リュッセル毛織物工業史をめぐる史料の発掘と刊行

は、 1930年代から50年代にかけて各所に散見され

る。例えばH.ローラン (Laurent[1934]: [1935]), 
M．マルテンス (Martens[1943]: [1953b]: [1958]), 
P.ゴダン (Godding[1953]）などがそれである。

11) 貧民向けのこの毛織物購入はSainte-Gudule教区民

によるものである (Bonenfant[1965] p. 12)。な

お、 Sainte-Gudule教区のより一般的な救貧活動につ

いては、 DeGeest [1969] を見よ。

ンドル製品を凌駕するほどに成長を遂げ、その

製品が高級品として社会的上層で大きな需要を

誇ったことを明らかにすることを通じ、ブラバ

ント諸都市とりわけブリュッセル工業の14世紀

における高級品市場での成長を検証した12)。彼ら

の研究は、中世後期における製品転換の実証を

一層押し進めたという点で、ファヴレスの仕事

の重要性を再確認させるものでもあった。

70年代に入ると、生産の高級品特化を肉づけ

する議論に加え、ブリュッセル工業の構造的変

容を西欧市場との関連で把握するという、一次

元上の展望が示されていく 13)。その画期となった

のは、ヴァン＝アウトフェンの論文 (VanUytven 

[1976]) であった14)。彼はメヘレンを中心に据

え、ブリュッセル・レウヴェン・デイーストと

いったブラバント都市工業の近世初頭に至る変

遷を鳥廠し、各都市の輸出動向が微妙に異なる

ことを意識しつつ、フランス以南に向けた初期

の輸出市場から、需要変化に呼応して次第に中

欧・東欧へと輸出先の比重を移すことで、全体

として諸都市が工業活力の維持を図っていたこ

とを強調したのである。なお、 70年代にはそれ

まで未刊行だった毛織物工業に直接関わる史料

12) もちろん、ベルギー学界はフランスや南欧あるい

はドイツ、東欧などとの交易について、輸出先地域

の市場に関するあのローラン (Laurent[1935]) 
ゃ、 P.ヴォルフ (Wolff[1950]: [1954]: [1983]）、 c.
フルリンデン (Verlinden[1936]: [1937]: [1943]: 
[1966]:・［1968]:・［1976])、H.アンマン (Ammann
[1973])、M.マロヴィスト (Malowist[1931] : 
[1972b]）らの実証研究に多くを学んでいることを

付言しておかねばならない。

13) フランドルを中心にしながらも、広く南ネーデル

ラント全体について、この方向で中世盛期から中世

後期にかけて毛織物工業の変容過程を論じた70年代

の代表的文献として、 Derville[1972] / Van der Wee 
[1975] / Nicholas [1976] を挙げる。

14) これに先行して、中世後期ー近世初頭の綴織に関

するデュヴェルジェによる研究 (Duverger[ 1971 a・ 
b]が現れていることを付言しておこう。
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が、次々と活字化されたこともここで付け加えて

おかねばなるまい (DeRidder [1974a・b]: [1979]/ 

Dickstein-Bernard [1977a]) 15)。

その後80年代から90年代にかけては、毛織物取

引所をめぐる実証研究が、デイックステイン＝ベ

ルナール (Dickstein-Bernard[1981]: [1982]）の

手で進捗させられたのを皮切りに、そもそも生

産・輸出された毛織物はどのようなものだった

のか、という根源的な問いかけに立ち戻った省

察に踏み込むのが 1つの特徴となった。という

のも、高級品特化に関わるあの議論においてさ

えも、実は当初、生産の原点からする視点は、

D.コールマン (Coleman[ 1969]）の早熟な指摘

はあったものの、史料解析の困難さにもよって

大幅に立ち後れていたからだ。

しかし、高級品とは何かを正面から問題とし

たP.チョーリーの印象的な87年論文 (Chorley

[1987]）を契機として、毛織物製品の種類と質

とをなるべく詳細に分類して見極めようとする

研究が、 80年代半ば以降90年代後半にかけ、

チョーリー (Chorley[1987]: [1993]: [1997]）、

J.マンロー (Munro[1991]: [1994]: [1997]）ら

の手により、相次いで出現することとなった16)0 

そしてこれらが、中世後期西欧の市場変化とい

う巨視的側面へ、毛織物の質的変化という微視

的分析を適用しようとする研究潮流17)へと接合

されていく。そうした中、中世後期ブリュッセル

工業史についても、ペーテルス (Peeters[1985]: 

[1987]）に代表される議論が、‘新’毛織物への

15) また、詳細は本稿での課題ではないが、 70年代は

経済史的側面と並行して土地制度・人ロ・行財政と

いったブリュッセル都市史の包括的研究が行われた

多産な時期であることも一言必要である。それらの

代表的研究として、 Martens[1976a], Dickstein-
Bernard [1976a] : [1977a ・ b]: [1979a], Uyttebrouck 
[1976], Stengers [1979], De Ridder [1979] を挙

げる。また、藤井 [2000] も参照されたい。

第 67巻第4・ 5号

製品転換とそれらの在地市場と中・東欧市場へ

の拡大を示すことで、あのファヴレスの時代に

比較すると、ミクロとマクロ両側面ではるかに

緻密な議論を展開するようになってきているの

である。

以上のように豊かな裾野を誇る欧米学界に比

べ、我が国では、中世のブリュッセル毛織物工

業に関する研究は、わずかに50年代の山瀬論文

[1956b] を数えるのみである。従って本論の目

的の一端は、実証分析を通じて、上で述べてき

たような現在までの研究史の成果へ寄与するこ

とにもある。

I ブリュッセル毛織物工業の成長

―13世紀～14世紀—

1) 輸出の初期的拡大

ブリュッセルその他での毛織物工業の成長

は、早くとも 13世紀後半にしか遡ることはでき

ないとして、ブラバント都市工業の開始点をフ

ランドルに比較して消極的に考える、極めて古

典的な見解 (Bautier[1966] p. 35-6) 18) に対し、

直接の証拠はないにせよ、原料羊毛の購入に関

16) 本稿の時代射程とは異なるものの、近世初頭フラ

ンス領フランドル内外での新毛織物生産に関説した

デュプレシの論考 (DuPlessis[1990]: [1997]）にも

注目すべきであろう。なお、最近の佐藤論文

([1999]）が、チョーリー、マンローらに依拠しな

がら、従来研究史の上で混乱を見ていた、製品と原

料羊毛との用語・概念の整理を行い、それをもと

に、中世から近世にかけての史的変遷を概述するこ

とによって、ピレンヌ時代のものとは全く異なるフ

ランドル毛織物工業の世界を描いていることを、こ

こで特筆しておかねばならない。この点については

後注45)参照。
17) これについては、 Munro[1983] / Van der Wee 

[1987] : [1988b] / Derville [1987] / Abraham-Thisse 
[1993a] を見よ。

18) ただしそれでも、毛織物輸出を早くも13世紀初頭

に確認できるメヘレンは例外である（藤井 [1998]
p.149)。
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するG．デスピィの実証研究 (Despy[1981]）や、

センヌ河を経由したワイン取引など市場活動の

活性化を間接的な拠りどころとして、ブリュッ

セルが13世紀前半には既に輸出向け毛織物製品

を生産していたと、より積極的に捉えようとし

ているのが最近の論調である (Dickstein-Bernard

[1979a] p. 57-9)。

13世紀中葉以降ヴェネチアヘの輸出19)が確認

され、同世紀末にはサン＝トメールやヴァラン

シェンヌなど南ネーデルラント南部地域の大量

の毛織物に交じって、ブリュッセル製品がメヘ

レンのものとともに、パリ市場あるいはラン

デイやシャンパーニュ年市を経由して南欧へと

姿を現わす20)。需要側面から看取できるこのよう

な輸出増大の兆候は、供給側面ー一即ち1282年に

おける工業規約21) の公布ーーによっても確認す

ることができよう。この規約には、後にブ

リュッセルの主要な輸出品となる <scharlaken>

について、その長さや色に関する条項が記載さ

れており（史料[1]）、既に13世紀末にはそれ

が有力製品の 1つとなっていたことが分かる

(Favresse [1955a] p. 297-300)。

14世紀に入ると、ブラバント工業全体が輸出

の大幅な拡大を見る中、ブリュッセルもフラン

ス・イタリア・イベリア半島22)の各地で飛躍的

19) ブリュッセル毛織物の輸出動向に関しては、生産

地自体の情報は極めて乏しく、従って必然的に輸出

先市場に関する諸研究に依存せざるを得ない。その

点、以下の行論で明らかであろう。

20) Laurent [1935] p. 75-7 / Verlinden [1937] p. 22 / 
Bautier [1962]: [1966] p. 36. 

21) これは、ブリュッセル現存最古の毛織物工業規約

であり、縮充工の権利・義務・責任を前文以下全16
条にわたって記述している (Favresse[1938] no. 33, 
p. 454-61)。

22) イベリア半島については、アラゴン王ハイメ 2世

による1312年の書簡（史料 [2]）を見よ。そこに

は、メヘレン・イープル・リル・ドウエなどに次い

でプリュッセルの名が挙げられている。

な成長を遂げ、各市場においてそれまでのフラ

ンドル製品を凌駕するほどの地位を獲得する

(Verlinden [1937] p. 237-41)。パリでは、 1317

年に毛織物の取引所を持つようになり 23)、在地エ

業の反感を買うほどであるが、ブリュッセル製

品のフランス市場での拡大は押し留めることは

既にできなくなっていた (Bautier[1966] p. 37-

9)。14世紀半ばにブリュッセル市内で卸売りの

ための取引所が新たに建設されたという事実

は、それ以前からのブリュッセル毛織物の需要

増大を雄弁に物語っていよう 24)。

2)高級品の生産と輸出

14世紀を通じたブリュッセル工業の特徴を一言

で表現するならば、高級品市場での成功、という

ことになる。 14世紀中葉イベリア半島で輸入され

た毛織物延べ22品目中、ブリュッセル製品は反当

たり価格で筆頭の地位を占めている事実

(Verlinden [1937] p. 32-3) がその例証となる。

こうした点を一層強調したのが、ボーティ

工、ボナンファン論文であった。ボーティエの

印象的な言葉を引用しよう。「ヨーロッパ全体で

社会の上層に需要を持った奢修品が重要であ

る。 13世紀には未だ見られないこの毛織物は、

1300年頃出現し数十年後に流行するようになっ

23) パリの取引所について部分的ではあるが、初の言

及が1317年に見られ (Bautier[1966] p. 38, n. 6)、

1325年にドウエのそれを譲渡されて以降 (Laurent
[1935] p.97)、14世紀末まで継続して保持していた

ことが確認されている（史料 [3]）。
24) ブラバント公の許可を得たブリュッセルは、 1358

年に新たな取引所を建設している。 13世紀から存在

していた公所有の取引所では小売りの権利が留保さ

れていたため、新取引所では卸売りのみに機能が限

定されることとなった。なお、取引所経営をめぐる

詳細については別稿を考えおり、ここではとりあえ

ずデイックステイン＝ベルナールの諸研究

(Dickstein-Bernard [1977a] p. 71: [1981]: [1982]) 
を挙げるにとどめる。
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た。そして14世紀から15世紀初めに至るまで繁 は、詐称や模造の対象ともなるほどであった。

栄を誇ったのである。」 (Bautier[1966] p. 33)。 フランス王シャルル 5世による詐称問題の調壺

1330年以前には、ブリュッセル製品はメヘレ 命令はそれを示す印象的な例であろう（史料

ンなどと同じ質・価格のものとして、後述する [13]）。

教皇庁やフランス宮廷に需要があったが、やが

て、前述した高級品 <scharlaken>で名声を獲得

し、他を寄せ付けないほど高価で上質なこの製

品が、輸出市場を席捲するようになる。なお、

これに次いで、同じく高級品の範疇に入るもの

の、前者の二分のーから三分の一の価格の

<grand moison>も輸出品に挙げられている

(Bautier [1966] p. 44-5)点にも留意しておくべ

きであろう。

むろん大衆向けの並製品が全く生産・輸出され

なかった訳ではない。上記の高級品以外に並質

の <petitedraperie>が数えられているし (Bautier

[1966] p. 44-5)、流通部面でも、 15世紀初頭のア

ントウェルペン市場で、「金持ち向けの』『王侯

貴族向けの』と称されるブリュッセル製品の他

に、白色．灰色の安価品が、救貧組織による購

入物となっており（史料 [9]）、これら大衆品

が14世紀半ば以前からも高級品と並行して生産

されていたのはほぼ確実とされるからである

(Favresse [1951] p. 486 / Bonenfant [1965] 

p.180-81)。

14世紀後半に入ると、西欧各地の市場におけ

る課税対象の一覧表の中で、ブラバント製品が

最上位に置かれるようになる25)。また、例えば輸

入先で縮絨や最終的な仕上げが行われる際、そ

うした工程に要するコストの比較においても、

ブリュッセル・メヘレン・レウヴェン・ヴィル

ヴォールドといったブラバント都市の製品が、

今や少数者となったフランドルのイープル製品

などと並んで最高額を示している26)。こうして外

国市場で優勢となったブリュッセルの高級品

3)奢f多品市場の形成

奢1多的毛織物の生産が、 14世紀のブリュッセ

ル工業を特徴づけるとするならば、そうした製

品の需要が社会的上層にあったと考えるのは自

然であろう。そして、それはここで 2つに大別

して捉えることができる。

第 1は、南ネーデルラント自身を含む諸都市

の市民層による需要である。フランドルの製品

は比較的ひんぱんに出現していて、どちらかと

いえば一般市民層の需要を幅広く満たしていた

のに対し、ブラバント特にブリュッセル製品

は、逆に例外的ともいえるほど富裕な市民層に

購入されていた。婚礼の衣装用としてブリュッ

セルの毛織物を購入したアヴィニョン商人の記

録や公証人文書にほぼ最高の価格として記録が

残るトゥールーズ市場での状況はその好例であ

る (Bautier[1966] p. 46 / Wolff [1950] p. 292)27)。

25). 14世紀後半以降、それまでのヘント・ブリュッ

ヘ・イープルといったフランドル有力諸都市の製品

を凌駕する勢いで、ブリュッセルを代表としたブラ

バント諸都市の製品がザルツブルク・アウグスブル

ク・ミュンヘンなどの市場にあふれ出ていることを

H.アンマンが検証している (Ammann[ 19 7 3] 
p.106-8)。また、「ブラバント毛織物の他に対する

優位というのは、価格に応じて課される流通税の大

半が、プリュッセルとメヘレンに、より重く課せら

れているという事実からも確認できる。」という

ボーティエの言葉を見よ (Bautier[1966] p. 43)。
26) 1369年のマルセイユでは、これらブラバント・フ

ランドル諸都市の製品については26ドニエの仕上げ

価格、フランス、ラングドックの輸入品について

は、それぞれ20、12ドニエとなっている (Bautier
[1966] p. 44)。

27) また、公証人文書を分析したR.ドゥアール (Doehaerd

[1941] p. 195, 228) も、ジェノヴァヘ輸出してい

た一群の都市中にブリュッセルを挙げている。
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このように、都市有力者たちの形成する需要

が、 14世紀以降の高級毛織物市場の 1つの特徴

となっているのだが、このことは同時に、そう

した需要が形成されるにはそれだけの経済力基

盤が各都市に存在することが前提となる。南フ

ランス市場についてのヴォルフの研究によれ

ば、有力都市とそうでない都市の市政官たちで

購入する毛織物の品質が明らかに異なってい

た。前者の場合ブリュッセル・メヘレンの高級

品をまとい、後者はリエール・ウェルヴィク・

イングランドなど、価格面で劣る製品を購入し

ている、という (Wolff [1950] p. 294: [1954] 

p.269-70)。

さて他方でより重要かつ有力だったのが、封

建的支配層の形成する市場である。 14世紀半ば

以前からほぼ並行して成長してきたメヘレン

や、あのリス河流域生産地ウェルヴィク・コル

トレイク 28)などの製品は、高級品か並製品かを

問わず広く浸透していたが、ブリュッセルの最

高級品は、封建諸侯による需要が大きな意義を

持っていた (Bautier[1966] p. 46.)。

ここでは、アヴィニョンの教皇庁とフランス

宮廷での言及について瞥見しよう (Peeters[1985] 

p.123)。既にY.ルヌアールが1935年の論文で、

14世紀前半の教皇庁による高級毛織物購入とい

うこの興味深い問題を扱っていた。そして庁内

従者一一騎士・楯持・衛士—や侍女たちへの

支給品、あるいは来庁者への下賜品として、

夏・冬物用毛織物を年 2回定期的に購入してい

たこと、そのために、教皇庁出納官がブリュッ

へへ派遣され、彼はそこから更にブリュッセ

ル・レウヴェン・メヘレンヘ赴き、教皇庁向け

28) リス（レイエ）河中上流域に族生した小都市・農

村工業については、拙著（藤井 [1998]p.41)を見
られたい。

の生産を特別に要請したこと、などを明らかに

したのである (Renouard[1935]）。

ボーティエも、良好に残存する教皇庁の会計

簿から、 14世紀前半に家僕用の毛織物購入にお

いて、ブリュッセル製品が増大する傾向を追検

証する。つまり、アヴィニョン宮廷は、ルヌ

アールの言う通り、年 2回ブリュッセル・ヘン

ト・メヘレンなどの毛織物を購入するのが常で

あり、そして、 1324年以降、ドウエやメヘレン

製品も併存してはいるものの、教皇庁に出仕す

る女性たちの衣服は、例外なくブリュッセル毛

織物製品によって占められるに至った。ただ

し、これらは必ずしもすべてが最高級品ではな

く、最も上質で枢機卿などに与えられた毛織物

はさほど頻繁に購入された訳ではない、という

(Bautier [1966] p. 39-40)。

14世紀前半から、教皇庁と同様な傾向をフラ

ンスにおいても見ることができる。 14世紀半ば

以降ブリュッセル製品がフランスの諸侯たちほ

とんどすべてが使用する毛織物となった点が強

調される中、 1316年段階では見られなかったブ

リュッセル製品が、 1327年王宮に出現し、 1352

年には圧倒的な数となっていること、この時、

ヘント・レウヴェン・ドウエの製品も散見され

るものの、アヴィニョン教皇庁と同様、身分毎

に異なった価格の衣服を家僕に給付しているの

を見てとれること、が明らかにされる (Bautier

[1966] p. 42-3)。この時期フランス王室は、ブ

リュッセル商人から 1年間に必要全体数の三分

の一の高級毛織物を購入しているが、これは、

ブリュッセルの販売量の三分の二を占めていた

(Bautier [1962] p.176-7)。

また、アルトワ女伯は1310年代に入って、そ

れまでのイープルやサン＝トメールの製品に代

わり、ブリュッセルの交織製品を好んで自分用
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や家僕の御仕着用にパリ市場で購入している。

更に、 14世紀半ばフランス王宮と並んでナヴァー

ル宮廷は、祭事用高級衣服のために、パリやラン

デイの年市でブリュッセルの毛織物を購入してい

ること、ドフィネ王アンベール 2世の衣服令は、

宮廷内の家僕が、身分に応じて価格の異なる衣服

を着用していたことを知らしめるが、その場合必

ずブリュッセル製品でなければならなかった、と

いうような種々の事実 (Bautier[1962] p.176-7: 

[1966] p. 39, 41-2) は、前述した15世紀初頭アン

トウェルペン市場における、『金持ちの』『王侯貴

族の」といった呼称が、ブリュッセル製品の14世

紀を通じた特徴であったことを裏書きするのであ

る29)。

m 伝統工業の停滞と再編―15世紀ー―-

1)高級品市場の収縮

さて、 14世紀後半に入ると、あれほど成功を

納めたブリュッセル工業には次第に陰りがさし

始める。同様に、メヘレン・レウヴェンといっ

た伝統的都市の製品も、他のフランドル・ブラ

バント諸都市（ウェルヴィク・コルトレイク・

ヴィルヴォールド・ヘーレンタルス・アールス

ホットなど）の製品に押される様相を見せるの

である (Verlinden[1966] p. 246-51)。

かつてイープル・ヴァランシェンヌといった

生産地が経験したような輸出市場のこうした縮

小は、およそ1375年から1390年にかけての比較

的短期間に生じた現象であった。この時期、ブ

29) 以上のような事実に、未刊行の財政・会計史料を
もとにアブラハム＝ティースが、 14世紀末のブル
ゴーニュ公による毛織物購入支出を分析し、この時
期以前より公の宮廷が高価格でしかも数種類のブ
リュッセル製品へ傾倒していた、と指摘しているこ
と (Abraham-Thisse[1993b] p. 43-8)を付け加える
のも、あながち蛇足ではあるまい。

第 67巻第4・ 5号

リュッセルの毛織物は退潮の一途をたどり、 15

世紀初頭には完全に旧来の市場から姿を消す、

とさえされる (Bautier[1966] p. 50-4)。

フランス諸侯の嗜好の変化を見ると、前述し

たナヴァール宮廷が比較的早く 1370年代にイン

グランド製品を購入するようになった。最も明

瞭なのはオルレアン公宮廷のそれで、 1396年前

後に公はブラバント製品から瞬く間にイングラ

ンド毛織物へと購入品目を変えている、とい

う。フランス王宮ではブリュッセル製品の使用

はなお80年代まで存続したものの、 1387年と

1393年の間にブリュッセル製品からイングラン

ドやモンテイヴィリエの製品へ転換するという

変化が見られる。そして、 1390年代以降には急

激にイングランドやノルマンデイー産の毛織物

への言及が増加していく。しかも、政治的混乱

からイングランド製品の購入が停止した後も、

ブリュッセルではなくモンテイヴィリエ毛織物

の需要が圧倒的となっているのである (Bautier

[1966] p. 51-2)。

南フランスとりわけトゥールーズは、大西洋岸

からバイヨンヌを経由して流入する北部ヨーロッ

パ産毛織物にとって一大市場を形成していたが、

15世紀に入ると、ヘーレンタルス・デイースト・

メヘレン・リールなど若干のブラバント毛織物

が見られるものの、ブリュッセルの製品はほぼ

完全な消滅ともいえる状況となる (Wolff[1950] : 

[1954] p. 238-41)30)。また、イタリア市場におい

ても事情は同様で、ブリュッセルに代わって、

リール・ウェルヴィクなどの名前が登場してい

30) ただし、南欧市場すべてにこうした悲観的な状況
が見られる訳ではない。 1399年から1410年にかけて
ブリュッセル・レウヴェン・メヘレンなどの毛織物
が、比率はもちろんごく小さいものの、なおスペイ
ン市場で輸入されているからである。この点に関し
てはVerlinden[1968] p. 684を見よ。
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る叫こうした事情を明瞭に示すのがパリ市場で

の運命であり、かつてそこに取引所を持ったブ

リュッセル・メヘレン・レウヴェンは、 1420年代

から言及されなくなってしまうのである (Bautier

[1966] p. 53)。

＊ 

＊ ＊ 

さてここで、ブリュッセル伝統工業の余りに

も急激な衰退に、その原因は何か、との疑問が

湧いてこよう。これに関しては、第 1に外部要

因すなわち14世紀末からのイギリス産毛織物の

輸出増加およびそれに付随して生じる、ステー

プル政策にもとづくイギリスの原毛輸出減少な

どを理由として挙げることは一応可能である

(Dickstein-Bernard [1976b] p. 141)。第 2に、内

部要因つまり、製品の質的悪化が名声を落と

し、ひいては市場の全体的縮小の一因となった

とする見解もあり得る (Dickstein-Bernard

[1976b] p. 141)。

ボーティエは後者に前者の要因を絡めて、次

のように推論している。ブリュッセル製品の需

要減少の理由は、当然価格でもなく、他産地の

ものが購入されている事実からして、絹製品な

どへの嗜好変化でもない。色や仕上げも決定的

な理由ではない。というのも、同色でブリュッ

セルのものだけが需要されておらず、仕上げは

他の製品と同様にパリ市場でも行われているか

らだ。従って、ブリュッセル製品の市場縮小

は、良質の羊毛不足や毛織物工業技術の低下に

31) 「15世紀に入って再びブラバント毛織物が言及さ

れる時、それはもはやプリュッセル製品ではなく、

リールのそれであった…。」 (Bautier[1966] p. 53-
4)．ブラバント中小都市工業の成功例としてリール

がしばしばこのように取り上げられるが、ここでは

同工業について詳述する余裕がない。差し当たり、

Van der Wee [1966] / Grootaers [1993] / Aerts 
[1999] を挙げる。

端を発した毛織物自身の質の劣化と考えざるを

えない、と (Bautier[1966] p. 54-5)。

しかしこれら 2つを原因とするには、実は論

理的に無理がある。まず、原料のイングランド

羊毛の不足については、ブリュッセルのみが影

響を受けて他産地とりわけ同時期のフランドル

中小都市製品が市場を獲得することの説明がつ

かない。これには、センヌ河沿岸では、毛織物

工業の衰退期といわれる 15世紀ですら牧羊が行

なわれていること、それゆえ、ブリュッセルエ

業が在地羊毛をもともと加工し、輸入イングラ

ンド羊毛の利用はその基盤の上に成立したもの

と解すべきである、とするデイックステイン＝

ベルナールが行う自分自身に対する反論

(Dickstein-Bernard [1979a] p. 59) を付け加える

ことができる32)。

他方、ブラバント熟練労働者の流出→技術劣

化→毛織物の質的低下という図式を想定する

ボーティエ33)であるが、これにも確固たる説明

を見つけるのが困難である。というのも、人的

資質の流出そのものの原因が不明確で、手工業

者の経済的困窮を原因とするならば、それは都

市工業の後退が原因であるとする要因とが同義

反復となってしまうからだ (Bautier [1966] 

p.56)。実際ボーティエはブラバント手工業者の

イギリス・ドイツ・イタリアなどへの移住という

事実は示しているものの、その原因について有力

32) 13世紀前半からのプリュッセルによるイングラン

ド羊毛輸入に関してはDespy[1981]を、また1260
年以降についてはLuykx[1948] p.28-9を見よ。な

ぉ、南ネーデルラント毛織物工業全体にとって、イ

ングランド羊毛の担った意義については、拙著（藤

井 [1998]p.9-14)で検討している。

33) ブリュッセル伝統的工業の衰退理由は、中世後期

経済の後退と結合する、熟練労働者のプラバントか

らイングランドやイタリア・ドイツなどへの移住で

あり、熟練労働者の欠如は、旧来の毛織物の質を保

つことを不可能にした、というのである (Bautier
[1966] p.56)。
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な証拠を提示している訳ではないのである34)0 

近世初頭以前の毛織物工業の盛衰について、

単一の原因を求めることは今のところ困難であ

る。毛織物需要の変化というのは、単に価格や

質によって生起するのではなく、分析の難しい

微妙な嗜好変化などに規定されている可能性が

強い。ブリュッセルの急速な高級品での成長

と、同じく余りにも急激な後退という史実から

見て、とりあえずそのように考えておくべきで

あろう 35)0 

＊ 

＊ ＊ 

さて、伝統的毛織物工業の収縮は、当然それ

に支えられてきたブリュッセル都市経済全般の

低成長につながってくる。とはいえ外国での毛

織物市場では、少なくとも 1390年代までなお需

要があり 36)、都市経済全般は必ずしも壊滅的では

ない (Martens[1953a] p. 47-8)。問題は15世紀

に入ってからである。

特に1420年代以降とりわけ40年代から不況が

深刻化する中で、ブリュッセル当局は増大し始

めた乞食や浮浪者に対する取締まりや、非熟練

労働者の兵役強制をする必要に迫られた

(Peeters [1985] p. 135-6)。そればかりではな

34) また、後述する通り、 14世紀末から15世紀前半に
かけては、ブリュッセル手工業者は政治的にも次第
に実力をつけ、社会・経済不安を原因とする大規模
な移住ということは考え難い。

35) もちろん、時間を限定して考察した場合、地中海
における政治的混乱という市場撹乱要因を措定する
ことは可能である (Munro[1991] p.121-4)。しか
し、戦乱を中長期にわたる輸出動向への決定的影響
因子とすることに無理があることも明らかである。
ここで、輸出工業の動向をプロダクトサイクル論か
ら説明しようとしたヴァン＝デル＝ウェーの議論が
想起される (Vander Wee [1984]邦訳藤井 [1987]
p.249-50)。これは西欧中・近世の毛織物工業史論
においては仮説の域を出ていないが、今後なお検討
の余地が残されている。

36) 前注30)参照。
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い。 1434年から明確に不況を認識した都市当局

は、センヌ河の浚渫37)や外国商人への市場開放

などの経済活性化策38)、都市財政の負担軽減（定

期金買戻し・都市役人の人数削減）等の政策さ

え試みるようになったのである (Dickstein-Ber-

nard [1976b] p. 148-50)39)。

これらのことは、経済的困難が政治・社会的問

題へと転化することをも予示していた。とりわ

け、不況において直接打撃を蒙った手工業者た

ちは、 14世紀後半から台頭してきた上層を中心

に、「ナシオン」という組織に結集し (Favresse

[1934a] p. 63-4)、ブリュッセルの政治・経済を

長らく統制してきた都市貴族体制 (Favresee

[1932] p. 24-45) を1420年代の大改革において

終焉に導くことになる40)。手工業者層を中心とす

るこうした動向は、しかしながら、不況期にお

ける単なる利害衝突と都市経済の不安要因とし

てではなく、工業構造の変革に向けた 1つの活力

源41) と捉えることができる（藤井 [2000]p.408-

9)。それを示すのが、次項で省察する‘新’毛織

物への転換である。

37) センヌ河は、ヘント・アントウェルペンなどに通
じた国際的商業路へ直結しており、その利便性はブ
リュッセルの社会経済を左右した (Dickstein-Ber-
nard [1979a] p. 58)。

38) 15世紀後半から末にかけて、安価な大衆品であれ
ば、救貧用あるいは宮廷人用にさえ外来産の毛織物
が市内に積極的に持ち込まれていることは (Peeters
[1985] p.150,153)、その 1つの典型である。

39) 当該時期のブリュッセル当局の社会・経済政策に
ついては、拙稿（藤井 [1995]p.104-8)において
概観した。

40) 13世紀末から14世紀を通じて、都市貴族7家門を
中心に構成される「毛織物ギルド」という組織が、
ブリュッセルの毛織物商工業を統括していた。既に
14世紀80年代までに彼らの政治的腐敗を暴こうとす
る一般市民層の動きが活発となっていたが、 15世紀
に入って、ブラバント公を巻き込んだ社会・政治的
騒乱の果てに、旧来の毛織物ギルド組織は瓦解し、
手工業者組織「ナシオン」を中心とした新たな工業
統制が現出することとなった。こうしたブリュッセ
ルの政治および行財政改革をめぐる経過について詳
細は、拙稿（藤井 [1994]: [2000]）を見られたい。
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2) 毛織物製品の転換ー一新毛織物の出現—

15世紀初頭以降、伝統的高級品の輸出市場を

大きく減じたブリュッセル工業であるが、その

ことは毛織物工業の全面的収縮を意味していた

訳ではなかった42)。14世紀後半から、生産過程に

おいて明らかな質的変化が起こっており、アブ

ラハム＝ティースの言うように、伝統的毛織物

の生産量や輸出動向だけを指標として、毛織物

生産の単線的後退を考えることはできないので

ある (Abraham-Thisse[19936] p. 47-8)。

15世紀前半までイングランド羊毛を利用して

生産されたブリュッセルの高級毛織物は、

<ecarlates> (<scharlaken>) 43)を典型として <trois

etats>44)と総称されていたが、これらに加えて輸

出されるようになったのは、 <nouvelledraperie>, 

<petite draperie>など、‘新’毛織物と一般的に把

握されている薄手製品の一群である（Bonenfant

[1965] p. 181/Dickstein-Bernard [19766] p. 149)。

41) アンバハト体制成立前をproto-corporatismと呼

び、有力市民層による商工業支配から脱却した手エ
業者のこの自立体制こそが、中世後期の工業特化と
分業に寄与したことをつとに強調するのが、ペーテ
ルスである (Peeters[1983] p. 3-5)。ブリュッセル

について彼は、 14世紀後半からの毛織物ギルドの後
退と手工業者組織アンバハトの台頭が (Peeters
[1985] p.132-3)、後者による排他性と工業規制の
強化という点に結実することを、アンバハト加入金

の変遷から示す (Peeters[1987] p. 7-8, 25, 
n. 77)。つまり、徒弟の加入金はかつての二分の一
oud schild (= 30フランドル・グロート）から 1franc 
(=52フランドル・グロート）へ73％も増額した、
というのである（史料 [5]）。

42) 14世紀まで主力製品だった高級品について、 1466
年の工業規約がなお言及していることは（史料
[4]）、それも含め、製品の多様化を模索すること

によって中世後期ブリュッセル工業が持続すること
ができたことを示している。

43) <ecarlates>は13世紀末からブリュッセルの最高品
質の毛織物として輸出の主力製品であった
(Favresse [1955a]／山瀬 [1956a]p.68-9)。

44) <trois etats>（あるいは <troispas>）は、オラン

ダ語で <driestaten>と記述される、綜統を 3個、
つまり 3つのペダルを備えた織機上で生産される高

級椀毛織物の総称である。これについて詳細は、
Favresse [1947b] p.153: [1950] p. 472を見よ。

史料の発掘・刊行をもとに、同時代に‘新

種’とされた毛織物生産45) に関する詳細を初め

て明らかにしてみせたのは、あのファヴレスで

あった。まず彼は、 <nouvelledraperie>の出現を

1443年としていたデ＝マレ説 (DesMarez [1904a] 

p.267) の修正から着手する。つまり、 1443年に

公布された工業規約は、 2年前の1441年規約を

若干補足しただけのほぼコピーともいえるもの

で、 41年規約において、椀毛糸 <peignes> を使

用した青縁織 <drapsa lisieres bleues>およびベ

ラール織 <bellarts>46)、紡毛糸 <cardes> による

緑縁織 <drapsa lisieres vertes>が新毛織物とし

て規定され（史料 [6]:[7]）、また織布工に対

45) 現在では、西欧繊維工業史において‘新’毛織物
が、技術的側面からもまた時間・空間を超えた概念
としても、決して統一的に把握できるものではない
ことが強調されている (Harte[1997b]）。最近の我
国の研究も、チョーリー (Chorley[1987]: [1988]: 
[1993] : [1997])やマンロー (Munro[1990]: [1991]: 
[1997]）の諸論考を批判的に摂取しつつ、同時代史
料での文言解釈の困難さとイギリス繊維工業史論で
の特有な用語法を主たる原因として、西欧学界で用
いられてきた用語・概念に長らく混乱が生じていた
ことを指摘し、とりわけ、かつてピレンヌが瞳伝し

た‘軽’毛織物工業（Pirenne[1905]邦訳大塚）が
実は、近世初頭以降イギリスで成長する全紡毛によ

る「正真正銘のウルン工業」では決してなく、それ
はセイに代表される‘軽’毛織物（小稿では以下‘薄

手＇織）であったこと、しかもセイは早くも中世盛
期から輸出されていた毛織物であると同時に、近世

以降は、新基軸の仕上工程が種々導入されながら成
長する「新・軽毛織物」だったことを明かにしてい
る（佐藤 [1999]p.356-71)。ブリュッセルについ

ても、以下本文で考察する通り、‘新’毛織物の意味
するものは単純ではない。しかしながら、逆にその

ことは、中世盛期から近世初頭まで毛織物生産が一
様な運命を辿ったのではなく、力強い生命力を保ち
ながら変遷を遂げたことを含意するのだと、いささ
か結論めいてここで強調しておきたい。

46) 「15世紀南ネーデルラント諸都市—ブリュッヘ・
メヘレン・デイースト・リール―では、椀毛糸に
よる高級綾織ベラールで成功を収めていた。これ
に、ブリュッセルのベラールも加えられる」
(Chorley [1997] p.16-7, 28-29, n. 35) との主張

からすると、ベラールは伝統的高級品に匹敵するも
のとも考えられる (Cardon[1999] p. 471)。しかし

実は、西欧中世に生産された毛織物の種類・名称と
品質を一義的に規定することは一般には困難であ
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して、旧毛織物である <troisetats>生産との

兼営禁止も明示される（史料 [8]）、など新し

い製品に関する工業規制47)が既にその時点で確

立していた、というのである (Favresse[1947b] 

p.143-6)。

しかもこうした考究は、新毛織物の初出年を

2年遡らせるに留まったのではなかった。紡毛

織とベラール織については、 1441年の規約の中

でその製織方法に関する細部の記述がないこ

と、特に後者については43年規約の最終条項に

おいて、くその他は以前定められた仕方に従う

ように＞とあること（史料 [9]）、などを根拠

として、実はこれらが1440年頃ではなく既に14

世紀末から生産されており、 2つの規約はそれ

を正規化したものか、あるいは1440年以前に文

書化された規約を継承したものに過ぎないこと

を明かにしてみせたのである (Favresse[ 1950] 

p. 464-7)。

つまり、伝統的高級品の不振のため、織布工

たちはコスト削減を目的として、紡毛糸を使用

した毛織物の生産に手を染めるようになった。

紡毛は椀毛に比べて質が劣るため、ブリュッセ

ル工業を統制していた毛織物ギルド48)が、 14世

る。ファヴレスも、フルリンデンの研究 (Verlinden
[1943])に依拠しつつ、ブリュッセルのベラールは

クラコウで1364年に言及される <balbarth>である

可能性を指摘してはいるものの、他方で、 15世紀に

入ってブリュッセルの工業規約に出現するそれは、

同名称ではあるが14世紀のものとは異なる製品であ

り得る、とも想定している (Favresse[1950]p. 466)。
47) 新旧毛織物の決定的な物理的および質的区別は、

経糸密度にある。ブリュッセルの新毛織物は伝統的

毛織物に比べ、経糸数が三分の二から二分の一で

あった。これは、コスト削減、市場変化への対応と

いう意味合いを強く持っていたが、他方、例えば種

類に応じて使用される羊毛の最低量を定めること

で、品質の悪化を押しとどめる努力も払われている

(Peeters [1985] p.141)。
48) ブリュッセルの毛織物ギルド <laGilde>につい

ては、 Dickstein-Bernard[1979b]／藤井 [1994]:
[2000] を見よ。また前注40)参照。
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紀を通じてその使用を禁じてきたが（史料

[11]）、 1370年代から1385年にかけて、中下層手

工業者の政治的・経済的台頭の結果それが黙認

されるようになり 49)、ついに1440年代に入って正

式な規約の中で認可されたのだ、というのが

ファヴレスの想定なのである (Favresse[1950] 

p. 462-5) SO) 0 

以上に加え、 1416-17年にわずかにだが初めて

言及される <petitedraperie>が、半世紀後に正

当な製品として認知され、その製法が確立して

いった状況を、 1466年 1月27日に制定された規

約の分析から次のように整理する。つまり、 <pe-

tite draperie>は、青縁・緑縁織と同じ大きさ5りを

持つものの、それらに次ぐ等級の製品で、赤い

縁取りを施されていたこと <draps a lisieres 

rouges>、低質の原毛を利用することが許可され

ていること、ただし、緯糸は添油した紡毛糸だ

が経糸には非添油の楠毛糸が用いられているこ

と52）、そして、この最後の点が、 14世紀中には見

49) その顕著な例が、 <drommen>と呼ばれる、最も質

の劣る紡毛織の存在である。織布エがそれを購入し

て緯糸をほどいて再使用しようとしたため、この毛

織物の購入者は市内での再販売が禁じられるように

なった (Peeters[1987] p. 6-7)。史料 [10]参照。

50) 1385年は、毛織物商工業だけでなく都市の行財政

を牛耳ってきた毛織物ギルドの権限が大きく削減さ

れるようになった象徴的な年であり、また、 1420年
代には一般市民が市政参与を実現するようになる

（藤井 [1994]: [2000]）。主要生産物の転換に、こ

うした事情が背景にあったことは明らかである。

51) いずれも長さと幅は、 28オーヌと 2オーヌとほぽ

同じである (Favresse[1951] p. 487-8)。なおこの

時期依然として生産され続けていた緋色織などの

<trois etats>も次第に、かつての長さ42オーヌから

28オーヌヘと規格が変更され、毛織物の質を問わ

ず、こうしたいわば‘短’織が15世紀半ばのブ

リュッセルを特徴づけてもいる（Peeters[1985] 
p.139-142)。

52) 質の悪い紡毛糸の場合には特に、後の製織工程を

円滑にする目的から製糸段階で油を塗りつけること

がしばしば行われた (DePoerck [1951] p. 45-7 / 
佐藤 [1999]p. 361)。こうした種類の紡毛織は14世
紀末フランドルでも見られ、 <dueten>と呼ばれて

いる (Chorley[1997] p. 27)。
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られないこの毛織物の特有な名称の由来ではな

いかと考えられること 53)、である。

ここで特に留意しなくてはならないのが、

1440年頃の緑縁織が製織後の染色を行わない種

類であったのに対し54)、1466年時点では、青縁織

と同様、枠張後に染色が行われるようになって

いること、他方では、新たに出現した赤縁織が

かつての緑縁織に類似して、毛・糸染めによる

ものか、白地か生成りの製品かを問わず（史料

[12]）、製織後には染色されなかった点である

(Favresse [1951] p. 491, n.16)。

以上のことは、並製品の中でも比較的短期間

に技術と品質の変化が起こっていることを示し

ており、 15世紀半ばまでにブリュッセル毛織物

工業が、高級品から並製品まで緻密な技術的転

換を実行していたことを明かにしたという点

で、ファヴレスの功績大であった (Favresse

[1951]: [1952] p. 86-7)。

中小都市にも目配りをしつつ、南ネーデルラ

ントにおけるブラバント都市工業全体の積極的

な位置づけを模索する中で (Peeters [1971]-

[1989]）、ペーテルスは、既刊・未刊を問わず史

53) ただし、なぜ <petite>の語が使用されるかにつ

いては説明していない。ファヴレスは、この赤縁織

が西欧繊維工業史において、しばしばサージ <serge>
と分類される毛織物の属性ー一即ち非添油の椀毛糸

を使用していること―を持つことから、同時代ブ

リュッセルで言及された <sargie> と同義と考えて

いた自説を取り消す。というのも、ブリュッセルは

14世紀から20世紀に至るまで <sargie>の語が、ベッ

ドカバーやカーテンなど別な意味にも使われている

ことが検証できるからであり、従って、それと区別

されていたのがくpetitedraperie>なのだ、との最終

結論を下すのである (Favresse[1952]）。
54) 1441年・ 1443年規約で語られる緑縁の紡毛織は、

生成り <grauwe>か、毛染めないし糸染めの紡毛糸

による製品 <gemingede>で、織り上がった後には

染色工程が入らないものを指していた（史料

[7]）。ところが、 1466年にはそうした性格が赤縁

織に適用されると同時に、緑縁は縮絨から幅出の

後、青縁と同様に染色されるようになっている

(Favresse [1951] p. 491-3)。

料の集中的な分析を行ない55）、ブリュッセル毛織

物工業の技術的変容に関するファヴレスの議論

を次のように継承•発展させた56) 。

14世紀末から 15世紀40年代にかけて紡毛織の

導入という、全般的動向57) についてはファヴレ

スの見解を踏襲しつつ (Peeters[1987] p. 5)、

ペーテルスは、 15世紀半ばから後半にかけての

短期的な変動に注意を払う。即ち、 1440年代か

ら60年代にかけてブリュッセル工業は、並質の

紡毛織を定着させつつ、伝統的高級品たるあの

<trois etats>の品質維持をも図ろうとした。しか

しそれは、 3種類のイングランド羊毛使用強制58)

および紡毛糸の歩留まり上限設定という制約を

伴うものであったため、紡毛織生産に打撃を与

える結果となり 59)、早くも1469年には原毛に関す

る規定が撤廃されることとなった、というので

ある (Peeters[1985] p. 142-3)。

この時期、紡毛織の市場拡大が若干あったと想

55) ただし以下で援用するペーテルス論文は、実証過

程の行論で逐次的な仕方では当該史料原文を殆ど呈

示していないため、とりわけ未刊行史料にその論拠

を負っている場合、我々には今のところ追検証の手

段がない。未刊のまま残されているそれらの史料

が、活字となって世に出るのが待たれる。

56) むろん、ファヴレスの展開した議論はより実証度

を高めながら、ペーテルス以前にも、例えばデイツ

クステイン＝ベルナール (Dickstein-Bernard 
[1977a]: [1979a・b]）などによって引き継がれてい

る。

57) ただし、 14世紀末にはブリュッセル工業が依然と

して高級品生産を維持していたことは強調されてい

る。 1385年当時の縮充エ賃金の比較によると、同じ

ブラバント都市ヘーレンタールス、メヘレンに比

べ、 5種類の毛織物について上位 3種類の賃金は

2~3倍と、圧倒的に優位を占めていたことが分か

る、という (Peeters[1985] p. 127)。

58) 最高品質のイングランド羊毛とされ、当時ブリュッ

セルで高級毛織物に使用されたのが、 <March>,
<Cotswalds>, <Lindsey>の3種類であった。ちなみ

に、メヘレンではこれらに <Birkshire>が加えられ

ていた（藤井 [1998]p.148)。
59) 紡毛糸は、楠毛糸を準備する段階でも得ることが

できたため、楠毛糸の量目・品質規制は、そのまま

紡毛織物向けの原毛減少へとつながったからであ

る。
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定され60)、紡毛糸製造工程における糸車の利用61)、

縮絨・染色工賃金の自由化などの施策によっ

て、ブリュッセル工業は緑縁・赤縁織のコスト

削減を図った。それと同時に、青縁織を中心に

旧来の高級品と新毛織物の質的平準化が試みら

れ62)、15世紀末に至って、それまで維持されてき

た伝統的高級品生産から新毛織物への決定的な

重心移動が行なわれた。それ以降、ベラール織

がブリュッセルの最高級品の地位を占め、 <trois

etats> は姿を消していくことになる (Peeters

[1985] p. 144-51)。

その後、ブリュッセル製品全体の評価を維持

する目的で青縁織の価格切り上げが行われた。

品質検査のための印璽として当時、サン＝ミ

シェル印、サン＝グドゥール印が用いられ、こ

れらが押印される 3様の仕方に応じて 3種類の

青縁ベラールに対し価格設定がなされるとも

に、それ以外の押印を受ける青縁織は最低価格

とされ、緑縁織にほぼ同質化していったのであ

る63)。

また新毛織物と並んで、以前から存在する綴

織やサージ・ファスチアンなどが、 15世紀初頭

以降伝統製品に代わって表舞台に登場し、それ

がかつての奢1多的性格の市場を継受するように

なる64) ことも15世紀ブリュッセル工業の一大特徴

60) その原因の一端は、 1465年から取られたブラバン

ト公による貨幣悪鋳策だ、という (Peeters[1985] 
p. 141)。

61) 製糸段階での糸車導入という技術革新は、コスト

削減に大きなインパクトを持っていた可能性が高

い。この点、 Chorley[1997] p. 10-15および佐藤

[1999] p.365を見よ。

62) この傾向は既に1380年代から見て取れる（山瀬

[1956a] p.69)。
63) この時の青縁ベラールの価格設定はstuiver貨表

示で、 30,20, 14~ 18, 5~7であった (Peeters
[1985] p.151)。

64) 同様な傾向はアラス・パリなど他の伝統的生産地

でも見て取れる (Bautier[1966] p. 56-7)。
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として加えておかねばならない (Peeters [1985] 

p. 159: [1987] p. 26)。しかもこの動きは15世紀後

半にいっそう急激となり、綴織手工業者のアン

バハトとしての独立、アントウェルペン年市に

おける輸出の拡大といった動きを見せるまでに

なっていくのである (Dickstein-Bernard[1976b] 

p.155-6)。

＊ 

＊ ＊ 

さて、以上のような供給構造の変化は、当然

に需要構造の変化と直結していた。まず輸出面

から見るならば、 15世紀末まで生産され続けた

伝統的製品は、 14世紀末までのフランス・地中

海に代わり、北・東ヨーロッパヘ新しい市場を

見出すこととなった (Bautier[1966] p. 56)。15

世紀ブリュッセルの製品はフランクフルトある

いはジュネーヴ、ストラスブールを経由して、

新市場へ輸出されたのである (Bautier[1966] 

p. 56 / Peeters [1985] p. 133-4)。もちろんこう

した傾向を見せるのは、ひとりブリュッセルだ

けではない。フランドル有力都市と並んで、レ

ウヴェン・メヘレンなどもブリュッセルととも

に、既に14世紀初頭から東欧方面へ輸出を行っ

ていたことを、フルリンデン (Verlinden[1943]) 

やマロヴィスト (Malowist[1931] : [1972b]）、アン

マン (Ammann[1973] p. 93, 106-7) などの先駆的

諸研究が指摘していた。そして15世紀以降、新

毛織物である薄手毛織物が、ブリュッヘを起点

にドイツ＝ハンザ65) を経由してドイツ、東・中

欧へ大量に輸出されたことも、現在ではほぼ定

説となっている66)。

他方、 14世紀末から15世紀前半にかけての市

65) 南ネーデルラントとドイツ＝ハンザとの政治・経

済的関係については、最近の我国の研究（斯波

[1997] p. 11)においても、若干触れられている。
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場変化については、ブリュッセルの置かれたや

や特殊な地位、すなわち、宮廷所在地としての

効果も無視することはできない67)。しかもこれ

は、イープルやヘントといったフランドル都市

の場合と大きく異なるブラバント工業の特色で

もある68)。

その点を最初に指摘したマルテンスは、ブル

ゴーニュ公の宮廷所在地となった15世紀ブリュッ

セルが (Martens[1973]）、その建築・彫刻・宝

飾．綴織など、他都市に見られない独自の芸術

文化とそれに連なる産業を醸成していったと

し、それが、以前からのブリュッセルの名声と

いう遺産と、宮廷所在地であるという求心性に

基づくことを強調した。 15世紀30年代以降ブル

ゴーニュ公がブラバントを支配することになっ

ても、ブリュッセルが旧来の在地市場を失うよ

うな危険はなく、むしろ、それまで培ってきた

特産品の名声を保っための努力が可能となっ

た、というのである (Martens[1953a] p. 43-4, 

49-52)。

15世紀ブリュッセルを過大評価しようとする

マルテンスの理解には一定の留保が必要である

としても69）、その後の研究は決して彼女の基本的

視線を否定的には捉えていない。デイックステ

66) この点については、主としてJ.マンロー (Munro
[1991] とアブラハム＝ティース (Abraham-Thisse
[1993a]) に依拠しつつ拙著（藤井 [1998]p. 66-9) 
で詳述した。

67) この点については既に拙稿（藤井 [1995]p. 106-
7)で素描を試みている。

68) もちろん、フランドル毛織物工業にとっても在地

市場の重要性が減じられる訳ではない。これについ

ては、藤井 [1998]p.63-6を見られたい。

69) マルテンスは、ファヴレスの研究などによって14
世紀ブリュッセルの姿は次第に明らかになりつつあ

るが、 15世紀についてはまだ不明のことが多い

(Martens [1953a] p. 33-5) として、研究開始当初

自らに15世紀ブリュッセル像の構築という責務を課

していた感があり、それが15世紀ブリュッセルに対

する過大評価の遠因となっているように思える。

イン＝ベルナールは、ブルゴーニュ公宮廷を訪れ

る人間の作り出す需要によって、ブリュッセルの

奢移的工芸品生産が活性化され、こうした経済効

果は、人口増という形でもはっきり示すことがで

きるとしている。そしてこうした状況は、 15世紀

末からのマキシミリアン帝70)統治開始以降にも継

続した、と想定するのである (Dickstein-Bernard

[1976b] p.154, 162-3)。またシュモラー＝メイ

ナールも、ブリュッセルのいわば‘首都化’現象が、

14世紀の奢1多品工業の成長、その後の君侯への

金融業、宗教施設建設、公共施設の充実などを

もたらしたことを挙げ、全体としてブリュッセ

ルを取り巻く在地市場の拡がりを確認している

(Smolar-Meynart [1985] p. 29)。

以上見てきたように、 14-15世紀ブリュッセ

ルの工業は、様々な客観的・外的要因に大きく

規定されていた。しかし、その社会・経済的動向

が、外部要因によってのみ方向付けられたと考

えるのは誤りとなる。例えば上述した、毛織物

製品の転換にせよ、‘首都化’現象にせよ、ブ

リュッセル自身の持つ社会・経済的要素—しか

もそれは当然に都市内外の政治的な要素を強く

伴って現れる一ーにも多くを負っていたことを

忘れてはならないのである。

結び

M.マルテンスは、 15世紀ブリュッセルの社会

経済的動向を、全般的衰退という単純な結論で

は片づけられないことを、慧眼にも 1950年代に

指摘していた。つまり、 15世紀ブリュッセルの

70) ブルゴーニュ公家からハプスブルグ家マキシミリ

アンヘの公領継承とそれをめぐる諸問題について

は、差し当たりブロックマンスらの近著 (Blockmans
[1997]: [1999]）を参照。
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経済的安定が、市内での都市貴族や富裕手工業

者による救貧施設等の設立の事実によって推論

でき、しかも、 14世紀以来吸引し続けていた外

部手工業者のブリュッセルヘの定住が、 15世紀

にも引き続き現われていることこそがそれに対

する傍証となっている、と（Martens[ 1953a] 

p.46-8)。

伝統的工業の衰退という事実を前面に押し出

すならば、中世後期とりわけ15世紀のブリュッ

セルについては不況ばかりが強調されることに

なる。しかしマルテンスの想定したように、ブ

リュッセル毛織物工業は14世紀のそれとは異

なった形で成長を遂げた、と考えることは十分

可能である。

13世紀末から14世紀を通じて主に南欧市場向

けの輸出工業を支えたのは、緋色織を代表とす

る高級品生産であった。この時、都市の経済・

社会を掌握していたのは、都市貴族家系の人間

から構成される毛織物ギルドであり、ブリュッ

セル工業の成長は、手工業者とこの組織との緊

張関係の中で果たされたと言って良い。しか

し、全欧的な不況の中で表面化した需要構造の

変化は、 14世紀後半から 15世紀にかけてブ

リュッセルに製品転換を余儀なくさせることと

なった。

とはいえ、高級品輸出の不振という事態に陥

りながらも、 15世紀を通じてブリュッセル工業

は、伝統製品の生産をなお縮小維持しつつ、基

本的には並質、場合によっては上質の、新毛織

物と称される紡毛織への生産転換を遂げ、在地

市場と中欧・東欧市場を開拓することに成功し

た。

以上のような変化の中で、市政や財政改革を

通じて看取できる都市の人的構成の重心は、毛

織物ギルドから次第に手工業者＝アンバハトへ

第 67巻第4・ 5号

と移っていく。それが、新毛織物や非伝統製品

への転換という動向と軌を一にしていたことも

また明らかである。 15世紀ブリュッセル毛織物

工業は、 14世紀輸出工業の繁栄終息と、市場変

化への順応・適応という点に特徴づけられてい

る。「中世都市工業の強い生命力」の検証という

本稿の目的が、ブリュッセルについても確認さ

れたことをもって結論に代えることとしよう。

史料

史料［ 1]縮充される毛織物の長さ、色および縮充工の

賃金に関する規定 (1282年6月）

①《Dilange gemingde lakene van XLII ellen, <lair min dan 

VI vierendeel gegreinder wollen toe es, selen geven te 

huren Vis….》

②《Dilange lakene van XLII ellen - blauwe ende witte -

selen geven te huren Vis….》

③《Divolders en mogen niet werven noch ontseggen te 

comme te dragen cort laken tote XXXVII ellen ende I 

halve, ende dat moeten se oic over cort maken, een lane 

laken tote XLII ellen ende een scarlaken tote XL VIII 

ellen.》

(Favresse [1938] no.33, S 4, S 5, p.457; S 16, p.459-60) 

史料［ 2]毛織物への課税について、アラゴン王ハイメ

2世からフランス王フィリップ＝ル＝ベルヘ宛てた

書簡 (1312年12月）

《Itempro petia pannorum de Melines, de Exalon, et de 

lpre, de Provis, de Lailha, de Duaxio, de Bruissellis.》

(Laurent [1934] no.20, p.371) 

史料［3]毛織物ギルドがパリに取引所を保持している

ことを示す文言 (1393-94年）

《Item,in't jaer van XCIII, soe was ghemaect met der 

ghemeynder gulden <lat... ; ende daeraf sal die guide 

hebben een derdendeel ende die halle van Parijs <lat antler 

derdendeel…》

(Favresse [1946b] no.2, J 4, p.194) 

史料［4]伝統的最高級品から並製品の列挙および赤縁

織への言及 (1466年 1月27日）

《…scarlakeneende lange lakene van den drie staten.. ; 

navolgende d'ordenancie van den lakenen metten blauwen 
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egge gheten bellaerts…;navolgende eene ordenancie van 

den lakenen metten roeden egge…;van den lakenen 

metten hare. 

Item, dat de vors. blauweren die lakene, die de guide 

consenteren sal te verwene, als van den cleynen gewande, 

te wetene roede eggen, ende alsulken geliken lakene die 

de goede luden van buten oft van binnen selen doen 

verwen tot hueren slitene, wel selen moegen baluwen op 

't stael van V plc. Om zwerten, maer niet neerde, op de 

boete van V. s. gr. lakegelts.》

(Favresse [1951] p.486,n.4) 

史料［ 5]プリュッセル毛織物アンバハトヘの加入金増

額 (14世紀末）

《Item.In't jair Ons Heren. M.CCC.XCI.…doen was den 

groten ambachte gegeven dat alle leerknapen ende alle 

knapen, die hair ambacht leeren ende copen willen, dat 

zij geven selen den groten ambacht enen franc Vrancrijx, 

<lair men te voren plach te gevene 1/2. oude scilt…》

(Favresse [1946b] no.5, S 42, p.213) 

史料[6]新毛織物（ベラール織および青縁織）の生産

規定 (1443年6月22日）

《Dit'sde ordinancie-van der nuwer drapperien als van 

den bellaerts gemaict ende geordineert bi den 

borgermeesteren, scepenen ende raidslieden,… 
[I] In den iersten, dat men voirtaen sal mogen maken 

binnen Bruessel lakene, halve lakene ende stucken, hetzij 

van Hierlenscher wollen, van lngelschen hopen, van 

Spaensher wollen, van Schotscher wollen ende van 

alrehander goeder wollen we! gedrapperiet, uut genomen 

van lampwollen of van peelwollen, ende die gekympt, 

blivende altoes twee ellen breet, metten, blauewn 

egghe…》

(Favresse [19476] no.3, J 1, p.155-6) 

史料［ 7]紡毛織物（緑縁織）の生産規定 (1441年8月

5日）

《Item,bij den borgermeesteren, scepenen ende den 

goeden luden van den raide der stad van Bruessel 

gemeynlic es overdragen ende gesloten dat men negheene 

lakene te Bruessel en sal moigen caerden dan alleene 

grauwe ende gemingede lakene met gruenen egge,…》

(Favresse [1947] no.2, J 1, p.149) 

史料[8]新毛織物生産者に対する伝統製品 driestaten 

の製織禁止規定 (1441年8月5日）

《Item,es voirt overdragen wair't dat yemant de voirs. 

graeuwe ende gemingde gecaerde lakene of oic bellaerts 

maecte, ende dairna beraden worde wederomme lakenen 

van den drie staten te makene, dat hij die lakene van den 

drie staten niet en sal moigen maken,…》

(Favresse [1947b] no.2, S 4, p.152-3) 

史料[9]ベラール織の製法に関する条項 (1443年6月

22日）

《Item,alle andere pointen dienende tot den vors. 

Bellaerts, hetzij van wervene, van vollene, van crympene 

ende anderssins, <lair hiervore af niet verclairt en es, sal 

men hanteren ende houdn na der ordinancien t'anderen 

tiden dairop gemaect.》

(Favresse [1947b] no.3, S 25, p.166) 

史料[10] drommen織の市内売買禁止規定 (1372-1373

年）

《Item,dat negheen dromencopere dromen copen en sal 

bennen Brusselle, hij salsse moeten tonen den 

ghesuoerenen, als hij se uter staet voren ochte draghen 

wild, op.I. bode van v.s. grote: half der gulden, half den 

ambachte.》

(Favresse [1946b] no.5, J 36, p.211-2) 

史料[11]紡毛糸および紡毛織の所持禁止規定 (1372-

1373年）

《…datsoe waer men inegh ghecaerdder wolle vonde, 

omme lakene of stucen daeraf te makene, ocht oec 

stucken of lakenen, die van ghecarder wollen ghemaect 

sijn, voertane biennen Bruesele vinden sal, dat men die 

wolle ende die lakene in een vier openbarelec op te -den 

meerte verberren sal.》

(Favresse [1946b] no.2, J 5, p.196) 

史料[12]非添油の赤縁織を許可する条項 (1466年）

《Item,ende in geliker manieren, soe sal men moegen 

maken grauwe ende minxele metten roeden egge, op 

droege werpten, gelijc den witten voere.》

(Favresse [1951] p.492, n.16) 

史料[13]フランス王シャルル 5世によるフランスでの

ブリュッセル製品模造・詐称問題の調査 (1375年12

月23日）

《Chareles,par la grace de Dieu, roy de France, au prE'.!vost 

de Paris ou a son liutenant, salut. Il est venu a nostre 
cognoissance par la grief, complainte des marchans de 
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draps et drapiers de la ville de Bruxelles, frequentans et 

repairans en nostre bonne ville de Paris, que en tres 

grant deception de nos subgez et ou prejudice, dommaige 

et vitupere des diz complaignans, plusires des marchans 

de draps de nostre dicte ville de Paris ont ou temps passe, 

baillie, livre et vendu, et ancore de jour en jour baillient, 

livrent et vendent a noz diz subgez, draps qui sont 

d'autres lieux et pays que de Broixelle pour draps de 

Broixelle, et souventesfoiz vendu et vendent pres de la 

moitie pluz yceulx draps qu'il ne valent, soubz umbre de 

ce qu'il dient qu'il sont de Broixelle, come dit est, dont 

ii n'est rien....》（Laurent[1934] no.32, p.390-91) 
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